
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 官民が協働したブランド発信基盤形成事業 

事業主体 

（連絡先） 

（一社）ちの観光まちづくり推進機構 

 

事業区分 (6)産業振興、雇用拡大（ア 特色ある観光地づくり） 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費    6,684,517 円（うち支援金：4,751,000 円） 

（活動写真） 

① 住民が地域の魅力を感じる 

② 住民が主体的になること 

③ 異世代が混ざって活動すること 

④ 発信者のレベルアップ 

※自己評価【 A 】 

【理由】拠点整備を通じて、期待し
ていた以上に参加者同士が主体的に
関わり、地域への愛着を醸成できた。
そのことで、今後実施する活動や整
備などにも協力的なメンバーのコミ
ュニティのベースを作ることにもつ
ながった。 

 

 【住居の屋根葺きの様子】 

 【目標・ねらい】 

① 藤森先生に惹かれて参加した方も、縄文の魅力に気づ
いて何度も参加したり、他の文化施設をめぐるように
なるなど、地域の魅力を感じてもらえる企画内容だっ
た。 

② 竪穴住居作りという、ほぼ誰もやったことのないこと
であったため、それぞれの経験を主体的に活かしてコ
ミュニケーションをとりながら、提案型で作業を進め
られた。 

③ 大人から子供まで、性別も年齢も様々ななかお互いに
敬意をもって関わる中で、WS 以外でもつながる関係
を築いていた。 

④ SNS 発信における、数値的チェックポイントや、目的
に立ち返ることなどを学ぶことができたので今後の発
信に期待できる内容となった。 

住民の主体性を引き出し、地域の魅力を体感してもらう

ため、多くの住民を巻き込んで縄文にまつわる新たな拠

点整備を行った。合わせて発信力強化のためのスキルア

ップ講座を開催した。 

 

・“藤森式”竪穴住居作りワークショップ開催 

 9 月 14 日～11 月 24 日迄の間 全 10 回 

 

・Instagram スキルアップ講座開催 

7 月 7 日～11 月 16 日迄の間 全 4 回 

・出来上がった竪穴住居を中心に、日帰り、長時間滞在型のアクティビティを造成し、縄文から

続くこの地域のくらしの魅力を世界に発信していく。 

・1 年間を１つのパッケージとして、四季に応じた体験をつくることで、コミュニティづくりを

同時に実施する。さらに、コミュニティ活動の一貫として、竪穴住居の整備をくらしの一部とし

て実施していく。 

・上記の活動は尖石縄文考古館とも連携しながら進める。 

・活動への参加者が情報発信に協力しやすい仕組みを作って発信にも力を入れる。 


